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 今回の国際シンポジウムは、カメルーン科学調査省、日本大使館の協力を得て、京都大学アジ

ア・アフリカ地域研究科のカメルーン研究者を中心に、日本人研究者が何を研究しているのか、

どんな成果を出しているのか、カメルーンの人々に伝える格好の場となった。大きなテーマは、

環境と人間の共生である。カメルーンでも、国をはじめ多くの研究機関や国際機関、NGO が環境

保全、特に森林や野生動物の保護に力を入れている。しかし、どちらかと言えば、そこに暮らす

人びとの活動を無視しているようでもある。例えば、国が制定する森林法は、厳しい狩猟規制が

なされていて、これに従うと森に住む人びとの暮らしはほとんど成り立たない状況にある。一方

で、欧米の観光客に対してはスポーツハンティングとして多額の現金を払いさえすれば、決まっ

た場所で野生動物を撃ってもいいことになっている。このような現状において、現地の人々の暮

らしを長期に渡る現地調査で得られたデータで示し、人間と環境の共生についてカメルーンの

人々と議論し共に考えること、これがこのシンポジウムの大きな目的である。  

 私の発表は、上記の趣旨に沿いながら、カメルーンの主産業でもあるカカオ生産について報告

した。熱帯雨林で行われるカカオ生産には、貴重な労働力となる「親密な」関係(家族、友人、他

民族)とその報酬となる様々な森林資源(獣肉、ヤシ酒)が必要不可欠であることを示し、今日の狩

猟規制に疑問を投げかけた(写真 1)。 
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 事前に新聞、ラジオ、さらに諸関係機関を直接訪れたことが功を奏してか、シンポジウムは 120

名以上の立ち見がでるほどでの盛況ぶりであった(写真 2)。中には、森林省の役人や WWF など国

際機関の人々も来ていた。ほとんどがカメルーンの人々で、自分の国の自然環境に対する関心、問

題意識が伺える。多くの人が来たにも関わらず質疑応答は、時間の関係上、十分にできなかった。

数人の質問・コメントとしては、狩猟採集民バカの地位向上やジェンダーについて、狩猟規制に関

する新たな取り組み、熱帯雨林内における植物等の非木材産物の重要性、二酸化炭素排出問題、ま

た日本の今後のカメルーンの森林保全に対する役割など実践において研究成果をどう生かしてい

くかという点に多くの人々が興味を抱いていた。閉会後も何人かの人は、わざわざ檀上に上がって、

コメントをしたり、名刺交換を行ったりとお互い意見を交わすこともできた。また、シンポジウム

後もペーパーを送ってくれだとか、共同研究を持ちかけたりだとか、それぞれの研究者は頻繁にメ

ールで連絡を受けた。このような人々と今後も共に情報交換をしつつ、共に研究する関係を維持し

ていければと思う。 

 ただ、数日後に出たカメルーンの有力紙には、日本人の記事はわずかなもので、一方、同じ発表

者であったカメルーン人とフランス人の記事は詳細に書かれていた。この違いは、フランス語で発

表したかどうかであろう。せめて要旨だけでも公用語のフランス語にする必要があった。本来のシ

ンポジウムの趣旨からも、フランス語を用いる方がより多くの人に日本人研究者の成果を伝えるこ

とができたことだろう。言葉の面で一つ課題の残ったシンポジウムであった。 
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